
ブリテン
無伴奏チェロ組曲
全曲演奏会

ブリテン：無伴奏組曲 第１番 op.72
Britten:        Suite for Cello Solo No.1, op.72

 無伴奏組曲 第2番 op.80
 Suite for Cello Solo No.2, op.80

 無伴奏組曲 第3番 op.87
 Suite for Cello Solo No.3, op.87

 Monologue
サントリーホール開館40周年記念参加公演

2026年5/24（日）14:00
サントリーホール

料金： S席 ￥5,000  A席 ￥4,000  U25（A席） ￥3,000
＊U25の取り扱いは、カジモト・イープラスのみ

Sunday, May 24,2026 at 14:00  Suntory Hall, Tokyo 

主催：KAJIMOTO　協力：ナクソス・ジャパン、サントリーホール

上野 通明
Michiaki Ueno Cello Recital



　J.S.バッハに匹敵するライバルが現れるまで
に250年の時を要しました。ブリテンの3作の
無伴奏チェロ組曲は、音楽による至高のストー
リー・テリングを繰り広げます。魔法のように
抗しがたい魅力、魅惑的な美、機知、情熱に
満ちたこの音楽において、チェロは面目躍如たる
活躍をみせます。
　その人間的な声は、歌い、囁（ささや）き、讃え、
嘆きながら、烈（はげ）しくも優しく、力強く響き
わたるのです。
　かつて私の優秀な生徒だった若き友人ミチア
キが、この素晴らしいレパートリーの名演を
披露するリサイタル̶̶私なら喜んでチケット
を買いたいと思います！

ピーター・ウィスペルウェイ（チェリスト）

　2021年ジュネーヴ国際音楽コンクール・チェロ
部門日本人初優勝、あわせて３つの特別賞も受賞
し話題となる。
　パラグアイ生まれ、幼少期をスペイン、バルセロ
ナで過ごす。13歳で若い音楽家のためのチャイコ
フスキー国際音楽コンクール日本人初の優勝、
ルーマニア国際音楽コンクール最年少第１位、
ヨハネス・ブラームス国際コンクール優勝、ヴィト
ルト・ルトスワフスキ国際チェロコンクール第２位
と、国際舞台で次 と々活躍する。
　これまでにワルシャワ・フィル、ロシア国立響、
スイス・ロマンド管、KBS響、N響、都響、読売日響、
東響、新日本フィル等国内外の主要オーケストラと
共演。日本製鉄音楽賞〈フレッシュアーティスト
賞〉、ベートーヴェン・リング賞、出光音楽賞、ホテ
ルオークラ音楽賞、齋藤秀雄メモリアル基金賞等
を受賞。令和３年度文化庁長官表彰を受ける。
　録音はLa Dolce Voltaより新2025年『オリジ
ン ～チェロ独奏のための邦人作品集』、2022年
『J.S.バッハ: 無伴奏チェロ組曲(全曲)』の２枚の
アルバムをリリース。
　オランダの名チェリスト、ピーター・ウィスペル
ウェイに招かれ19歳で渡独。その後、エリザベート
王妃音楽院にてゲーリー・ホフマンに師事。
　楽器は1730年製A.Stradivarius “Feuermann”
（日本音楽財団）、弓はF.Tourte(住野泰士コレク
ション)をそれぞれ貸与されている。
　サントリーホールでの無伴奏リサイタルは、
2024年5月にも開催。今回が2度目となる。

       It took 250 years till Bach found his rival. 

The Britten suites stand for the greatest 

musical story telling. The cello triumphs in this 

music that is full of magic, glamour, wit and 

passion.

       Its human voice powerfully reaches out 

with intensity and tenderness, when it sings, 

whispers, celebrates and mourns.

I myself would very happily buy a ticket for 

this concert to hear my young friend and 

former star student Michiaki masterly perform 

this fantastic repertoire!

Pieter Wispelwey, Cellist

上野 通明 （チェロ） 
Michiaki Ueno, cello

315-576

12/19（金）10:00

ⓒSeiji Okumiya


